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本研究では重症心身障害児 を養育す る母親の レジ リエ ンスに及 ぼす影響要因を日 か

にすることを目的 とした.そ して,母 親 が レジ リエ ンスを獲得するプロセスの肯定的な

側面を明 らかにす ることに より,重 症心身障害児 とその母親 を社会全体で支えてい くた

めの具体的支援の示唆 を得 ることを目的に研究に取 り組んだ,本 博士論文は全7章 か ら

構成 されている。

第1章 では,重 症心身障害児 の レジ リエンスに関する文献検討 を行った,重 症心身障

害児,超 重症児の現在の背景や障害児の支援 についての現状を提示 した.本 研究の研究

デザイン,研 究 目的,研 究方法について解説を した,

第2章 では、 日本 国内における母親の レジ リエンスの研究の文献研究をおこなった。

母親 は、障害 をもった子 どもに対す る育児 に対 して負担や不安 を感 じていた。 また、育

児で子 どもに親 としての役割 が果 たせ ていると実感す ることが レジ リエ ンスに影響 して

いた。人生の経験が育児 に影響す ることが考 えられ る。子 どもの障害を受け止め、母親

が どう乗 り越えていくか、 レジ リエ ンスが影響 してお り、母親の抱 える不安や ス トレス

の対処方法や 困難 を乗 り越 えてい くためのサポー トの重要性 を示唆 した。

第3章 では、超重症児 を在宅で養育する母親 のイ ンタビューか らテキス トマイニング

を用い共起ネ ットワークに彦 よる分析 を行 った。その結果、[生まれ育ってい る存在 を知

らせ る]、[活動的なバクバクの会1、[未熟児で遅い発達]、 臓 器移植 の両方の立場がわか

る]、[理 解 されない意思表現]、[毎日お風呂に入 るのは当た り前】、【生活を考えてほ しい]、

[病気 とともに生活]、[外 に出て広がる世界]、[週1回 しか行 けない保育所]、【出先がない

療育施設]、[厳 しい行政 の壁]の12の 概念を生成 した。

第4章 では、超重症児 を養育する母親の出産か ら現在 に至 るまでの子育てのプロセス

を複線径路 ・等至性モデル により可視化 した。超重症児 の母親 は、子 どもの[障 害を受

け入れる]、人工呼吸器 を装着 により[わが子が選 んだ生きる道]を 信 じていた。[社会から

埋 もれた子 どもの存在]か ら、母親は[子 どもと共に世界 を広 げる]活動 をしていた。役

所や周囲の人か ら[理解 され ない子 どもの意思]や[行政の壁]を経験 していた。母親は困難



を乗 り越 え[自分自身の将来を再考]し、 目標 に向っていくプ ロセスを明 らかに した。

第5章 では、超重症児 の母親が困難 を乗 り越 える未来志向に変化す るプロセスを3段

階のモデル に示 した。母親は、わが子の障害に[押 しつぶれ そ うな子育て】か らさまざま

困難 と葛藤 しなが ら[立 ちはだかる社会の壁]を 実感 し、子 どもと母親が【社会に埋 もれ た

存在]の ネガティブ志向か ら、わが子の生命力 と共 に【わが子 と共に生きる道を進む1そ し

て 日々の[わ が子の成長 を実感]し 、周囲か らのサポー トを得なが ら、[わが子 とともに世

界 を広 げる]未 来志向に変化 していた。わが子が選んだ生きる道を一緒に進む原動力が

ネガティブな思考か ら肯定的思考に変化 し、 レジリエンスに影響 していることを明 らか

に した。

第6章 では、重症心身障害の母親 のレジリエ ンスの影響要因を4つ の質問紙を使用 し

調査 した。　WagnallandYoung　 (1993)のResilience　 Scaleの 邦訳版(薄 井2008)、 ソ

ーシャルサポー ト(吉 田
、2004)、 障害児の母親 のス トレスQRS日 本語版、(稲 波 ・小

椋 ・西、1980)、 障害児 の親 の肯定的 ・否定的変化　(Perceived　Positive　Change　 :　PPC)

を使用 した。母親のス トレスの軽減は、子 どもの要因(r=0.87),夫 の要因(r=0.82)と

の強い相関がみ られた.夫 か ら実質的サポー トが母親のス トレスを軽減す ることが示唆

された.重 症心身障害児の母親のレジ リエ ンスと障害児の親の肯定的変化(PPC)に 相

関(r=0.46)が み られた。子 どもの成長 を通 して、障害のある子 どもの母親 としての 自

信 を少 しずっ獲得 し,母 親 としての否定的な感情から肯定的 な感情に徐々に変化 してい

き、 レジ リエンスを獲得 していったことを示唆 した。

第7章 では、本研究で得た結果および今後 の課題について総合的に考察 した.重 症心

身障害児 の母親は,母 親 のサポー トを求める 「求援力」が必要であることを示 した。

本研 究の意義 と今後の課題について議論 した。重症心身障害児の母親の レジリエンス

を高めるための支援について提案 を行なってい る。

本論文は、以下の点で評価できる。

本研究では重症心身障害児 を養育す る母親の レジ リエ ンスに及ぼす影響要因を、混合

研究法 を用いて調査 し、 レジ リエンスの影響要因を肯定的な側面 と獲得的な要因を明 ら

かに した ことである。重症 心身障害児の母親 が レジ リエ ンスを獲得す るプロセスの否 定

的な側面から肯定的な側面へのプロセスを明 らかに している。 そ して、 レジ リエンスを

獲得するプ ロセスを、可視化 したことである。

重症心身障害児の母親 が、 レジ リエンスを獲得 してい く要因 として、受動的な支援 の

みでな く、 自らがサポー トを求 め受け入れ る能動的な力 「求援力」 の関係 を示 したこ と

である。

重症心身障害児の養育の困難 さ、育児不安や育児負担の困難 を乗 り越え レジ リエ ンス

を獲得す るプ ロセスは、同 じよ うに子育て を している母親の生 きる力になる。母親 と重

症心身障害児のおかれている状況 を知 り、理解 を深めることができ、支援の提案 を行っ

てい るこ とである。

以上、審査の結果、本論文の著者は博士(文 学)の 学位 を授与 され る十分な資格が

あると認 められる。
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